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大分県レクリエーション協会規約 

  

第１章    総    則 

 （名 称） 

 第１条  本会は、大分県レクリエーション協会と称する。 

 （事務所） 

 第２条  本会の事務局を大分市大字横尾 4225 番地   

       大分県森林づくりボランティア支援センター内に置く。 

  

第２章    目的及び事業 

 （目 的） 

 第３条  本会は、すべての県民に対して、レクリエーション活動の普及推進、福祉の増進、 

    子どもの健全育成とそれを支える社会的環境の整備を図り、加盟団体、関連組織との  

   総合的な調整・協力体制づくりのもと、その支援機能を高め、県民の余暇生活の充実   

  と健康の増進、生きがいの高揚に寄与することを目的とし、昭和５１年５月２９日設    

 立する。 

 （事 業） 

 第４条  本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

   （１）レクリエーションに関する組織の育成強化と各種普及活動支援 

   （２）レクリエーションに関する指導者の養成と活動支援 

   （３）レクリエーションに関する大会・講座・教室の開催 

   （４）レクリエーションに関する調査研究・情報の提供及び広報の充実 

   （５）その他、目的達成のために必要な事業。 

  

第３章    会    員 

 （会 員） 

 第５条  本会の会員は、次のとおりとする。 

   （１）個人会員 

      ① レクリエーション関係公認指導者 

      ② 本会の主旨に賛同する個人 

   （２）団体会員 

      ① 市町村・地区レクリエーション協会 

      ② 県内を統括する種目団体 

      ③ その他の関係団体 

   （３）賛助会員 

      本会の主旨に賛同する団体・企業 

 （会 費） 

 第６条  本会の会員は、別に定める会費を納めなければならない。 

 （会員の資格喪失） 

 第７条  会費納入を２年間滞納した者は、原則として会員の資格を失うものとする。 
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第４章    役 員・評議員 

 （役 員） 

 第８条  本会に次の役員をおく。 

      会長 １名、 副会長 若干名、 理事長 １名、 常任理事 若干名、理事 若干名、 

      監事 ３名、 

 第９条  会長及び副会長は、理事会で推薦し、評議員会で承認する。 

    ２ 理事は、学識経験者、行政代表、加盟団体代表、指定された地区代表者並びに各専 

     門部代表とし、評議員会の議を経て会長が委嘱する。 

    ３ 理事長・常任理事は、理事会で互選し、会長が委嘱する。 

    ４ 監事は、評議員会で選出する。 

 第 10 条  会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

    ２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたとき、あらかじめ指定し 

     た順序によってその職務を代行する。 

    ３ 理事長は、会長の命を受けて、日常の業務を総括する。 

    ４ 理事は、理事会を組織し、本会の業務を審議決定する。 

    ５ 常任理事は、本会の業務を執行し、その運営にあたる。 

    ６ 監事は、財務会計を監査する。 

 第 11 条  役員の任期は２年とし、再任は妨げない。 

    ２ 補欠又は増員による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

    ３ 役員は任期満了後でも、後任者が就任するまではその職務を行う。 

 （評議員） 

 第 12 条  本会に評議員をおく。 

    ２ 評議員は、各市町村レクリエーション協会・各郡市地区・加盟団体・課程認定校か 

      らそれぞれ１名を選出する。 

    ３ 評議員は、評議員会を組織し、重要事項を審議決定する。 

  

第５章   顧    問 

 （顧 問） 

 第 13 条  本会に、顧問をおくことができる。 

    ２ 顧問は、理事会で推挙し、評議員会の議を経て会長が委嘱する。 

    ３ 顧問は、会長の諮問に応ずる。 

 

第６章   会    議 

 （会 議） 

 第 14 条  本会に次の会をおく。 

       （１）評議員会  （２）理事会  （３）常任理事会 

 第 15 条  評議員会は、本会の最高決議機関とする。 

    ２ 評議員会は、毎年１回以上会長が招集し、次の事項を審議決定する。 

      ①規約の改廃 ②予算及び決算の承認 ③事業報告・事業計画の承認④役員・顧問 

     の承認 ⑤その他議決を要する事項 
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 第 16 条  理事会は、必要に応じ会長が招集し、評議員会から委託された事項及び業務を 

      審議処理する。 

 第 17 条  常任理事会は、本会業務の執行機関とする。 

    ２ 常任理事会は会長、副会長、理事長、常任理事で開催し、必要に応じ会長が招集す 

     る。 

 第 18 条  本会の会議は、組織構成員の３分の２以上（委任状を含む。）の出席がなけれ 

      ば、開催することができない。 

    ２ 会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数の場合は議長が決する。 

  

第７章   会    計 

 （会 計） 

 第 19 条  本会の経費は、会費・事業収入・寄付金・補助金・その他をもって充てる。 

    ２ 会費の規定は、別に定める。 

    ３ 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

    ４ 本会の収支決算、財務の監査は監事が行い、理事会及び評議員会に報告し、承 

      認を得なければならない。 

  

第８章   事務局・専門部会 

 （事務局） 

 第 20 条  本会の事務処理をするために事務局を設け、事務局長その他の職員を置く。 

    ２ 事務局長その他の職員は、会長が理事会の承認を得て任免する。 

 （専門部会） 

 第 21 条 本会の専門的な事業を審議処理するため、理事会の議を経て必要な専門部会を設ける 

     ことができる。 

    ２ 専門部会の組織・事業は、別紙に細則で定める。 

  

第９章   付    則 

 （付 則） 

 第 22 条  この規約は、昭和 51 年５月 29 日から施行する。 

       （昭和 56 年３月 28 日一部改正） 

       （昭和 57 年５月 10 日一部改正） 

       （平成 ８年３月 30 日一部改正） 

       （平成 11 年３月 27 日一部改正） 

       （平成 12 年４月 １日一部改正） 

       （平成 17 年４月 ２日一部改正） 

       （令和 3 年 5 月 15 日一部改正） 


